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「三重県教育ビジョン（仮称）」最終案新旧対照表（案） 

No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

１ はじめに 

１ 策定の趣

旨 

（１頁） 

人口減少や少子・高齢化、

グローバル化の進展、地球規

模の課題、子どもの貧困など

社会経済的な課題、地域間格

差など地域の課題、社会のつ

ながりの希薄化など、さまざま

な社会課題が存在する中、未

来に向けて学びのあり方を構

想するにあたっては、教育の未

来像を巡る動向 をふまえ、個

人と社会のウェルビーイング

（Well-being）の実現をめざ

すことが大切です。 

 

人口減少や少子高齢化、グ

ローバル化の進展、地球規模

の課題、子どもの貧困など社

会経済的な課題、地域間格差

など地域の課題、社会のつな

がりの希薄化など、さまざまな

社会課題が存在する中、未来

に向けて学びのあり方を構想

するにあたっては、教育の未来

像を巡る動向 をふまえ、個人

と社会のウェルビーイング

（Well-being）の実現をめざ

すことが大切です。 

 

○記述内容の精査 

２ はじめに 

３ 対象範囲 

（２頁） 

○ 本ビジョンの対象範囲は、

次のとおりとします。 

① 略 

② 上記①と密接な関係を有

し、市町、家庭、地域などと

の連携・協働のもとに、推進

を働きかけることのできる分

野（例：地域と学校の連携・

協働の推進、家庭教育応援

の推進） 

 

○ 本ビジョンの対象範囲は、

次のとおりとします。 

① 略 

② 上記①と密接な関係を有

し、市町、家庭、地域などと

の連携・協働の下に、推進を

働きかけることのできる分野

（例：地域と学校の連携・協

働の推進、家庭教育応援の

推進） 

 

○記述内容の精査 

３ はじめに 

５ 全体構成 

（３頁） 

基本施策 めざす姿 

計画期間が終了する令和９

（2027）年度末にこの基本施

策が目標としている姿を記述

します。 

 

基本施策 めざす姿 

計画期間が終了する令和９

（2027）年度末にこの基本施

策が目標としている姿を記載

します。 

 

○記述内容の精査 

４ はじめに 

５ 全体構成 

（３頁） 

基本施策 基本的な考え方 

この基本施策の背景や意義、

めざす方向性などを記述しま

す。 

 

基本施策 基本的な考え方 

この基本施策の背景や意義、

めざす方向性などを記載しま

す。 

 

○記述内容の精査 

５ はじめに 

５ 全体構成 

（３頁） 

施策 めざす姿 

計画期間が終了する令和９

（2027）年度末にこの施策が

目標としている姿を記述しま

す。 

 

施策 めざす姿 

この施策を推進することによ

り、計画期間が終了する令和９

（2027）年度末までに達成す

る姿を記載します。 

 

○記述内容の精査 

資料４ 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

６ はじめに 

５ 全体構成 

（３頁） 

施策 現状と課題 

子どもたちの現状、子どもたち

を取り巻く社会状況、教育行

政の現状等に関する問題点・

課題などを記述します。 

 

施策 現状と課題 

この施策に関する現状や課

題、背景等を記載します。 

 

○記述内容の精査 

７ はじめに 

５ 全体構成 

（３頁） 

施策 主な取組内容 

この施策で実施する主な取組

の内容を記述します。 

 

施策 主な取組内容 

この施策で実施する主な取組

を記載します。 

 

○記述内容の精査 

８ はじめに 

５ 全体構成 

（３頁） 

○ 第３章の「教育ビジョンの

実現に向けて」では、進行管

理や多様な担い手との連

携・協働について記述しま

す。 

 

○ 第３章の「教育ビジョンの

実現に向けて」では、進行管

理や多様な担い手との連

携・協働について記載しま

す。 

 

○記述内容の精査 

９ １ 教育を取

り巻く現状 

（５頁） 

①人口減少、少子・高齢社会

の進行 

○少子高齢化の進行により、

令和２（2020）年に約 103

万人であった本県の生産年

齢人口（15～64 歳）は、令

和 22（2040）年には約 79

万人と、約４分の３にまで減

少する見込みです。（後略） 

 

①人口減少、少子・高齢社会

の進行 

○少子高齢化の進行により、

令和２（2020）年に約 103

万人であった本県の生産年

齢人口（15～64 歳）は、令

和 32（2050）年には約 68

万人と、約３分の２にまで減

少する見込みです。（後略） 

 

○記述内容の精査 

１０ １ 教育を取

り巻く現状

（６頁） 

②家庭環境の変化 

▼共働き等世帯数の年次推移

（全国） 

②家庭環境の変化 

▼共働き等世帯数の推移（全

国） 

 

○記述内容の精査 

１１ １ 教育を取

り巻く現状 

（７頁） 

④超スマート社会の進展 

○ ＩｏＴ、ロボット、人工知能

（ＡＩ）、ビッグデータといった

技術が発展・普及し、超スマ

ート社会に向けた動きが加

速しています。近年、民間企

業では、テレワークの導入が

急速に進むとともに、約６割

の企業がデジタル化を実施

または実施を検討していま

す。一方で、諸外国と比べる

と、デジタル化の実施が遅れ

ており、デジタル化を進める

上での課題・障壁として、

「人材不足」と回答した割合

④超スマート社会の進展 

○ ＩｏＴ、ロボット、ＡＩ（人工知

能）、ビッグデータといった

技術が発展・普及し、超スマ

ート社会に向けた動きが加

速しています。近年、民間企

業では、テレワークの導入が

急速に進むとともに、約６割

の企業がデジタル化を実施

または実施を検討していま

す。一方で、諸外国と比べる

と、デジタル化の実施が遅れ

ており、デジタル化推進にお

ける課題として、「人材不足」

と回答した割合が多くなって

○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

が多くなっています。デジタ

ル化を進める上での課題や

障壁に対応し、社会全体でＩ

ＣＴの利活用の推進を図る

ことが重要です。 

 

います。デジタル化を進める

上での課題に対応し、社会

全体でＩＣＴの利活用の推進

を図ることが重要です。 

 

１２ １ 教育を取

り巻く現状

（７頁） 

④ 超スマート社会の進展 

▼企業におけるデジタル化を

進める上での課題や障壁

（国別） 

 

④ 超スマート社会の進展 

▼デジタル化推進における課

題（国別） 

 

○記述内容の精査 

１３ １ 教育を取

り巻く現状 

（９頁） 

⑤ 脱炭素社会への移行 

▼温室効果ガス排出量の推移

（国内） 

 

⑤ 脱炭素社会への移行 

▼温室効果ガス排出・吸収量

の推移（国内） 

 

○記述内容の精査 

１４ １ 教育を取

り巻く現状 

（１０頁） 

⑦ 人材に求められる能力等

に対する需要の変化 

○ 人工知能（ＡＩ）やロボット

の発達により、産業構造の

転換が加速していき、問題

発見力や的確な予測、革新

性などが働く人に将来一層

求められる能力等となると

の予測があり、社会・雇用市

場のあり方や必要とされる

スキルについて、今後、変化

していくことが見通されてい

ます。 

 

⑦ 人材に求められる能力等

に対する需要の変化 

○ ＡＩやロボットの発達によ

り、産業構造の転換が加速

していき、問題発見力や的

確な予測、革新性などが働く

人に将来一層求められる能

力等となるとの予測があり、

社会・雇用市場のあり方や

必要とされるスキルについ

て、今後、変化していくこと

が見通されています。 

 

○記述内容の精査 

１５ １ 教育を取

り巻く現状 

（１１頁） 

① 確かな学力の育成 

○ （前略）また、国際調査にお

ける日本の平均得点は、数

学的リテラシー・科学的リテ

ラシーでは世界トップレベ

ル、読解力ではOECD平均

より高得点のグループに位

置しています。 

 

① 確かな学力の育成 

○ （前略）また、国際調査にお

ける日本の平均得点は、数

学的リテラシー・読解力・科

学的リテラシーの３分野全て

において世界トップレベルに

位置しています。 

○記述内容の精査 

１６ １ 教育を取

り巻く現状 

（１１頁） 

① 確かな学力の育成 

▼OECD 生徒の学習到達度

調 査 2018 年 調 査

（PISA2018 ）の結果（国

別） 

 

① 確かな学力の育成 

▼OECD 生徒の学習到達度

調 査 2022 年 調 査

（PISA2022 ）の結果（国

別） 

 

○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

１７ １ 教育を取

り巻く現状 

（１３頁） 

③ 健やかな身体の育成 

○ 令和４（2022）年度におけ

る本県の「全国体力・運動能

力、運動習慣等調査」の体

力合計点と全国平均値との

比較では、小学校男子・女

子はやや下回りましたが、中

学校男子・女子では、ともに

全国平均値を上回りました。 

 

③ 健やかな身体の育成 

○ 令和５（202３）年度におけ

る本県の「全国体力・運動能

力、運動習慣等調査」の体

力合計点と全国平均値との

比較では、小学校男子・女

子と中学校女子は全国平均

値をやや下回り、中学校男

子は全国平均値をやや上回

りました。 

 

○記述内容の精査 

１８ １ 教育を取

り巻く現状 

（１６頁） 

⑥ 多様な教育的ニーズを有

する子どもたちへの対応 

▼知的発達に遅れはないもの

の学習面又は行動面で著し

い困難を示すとされた通常

の学級に在籍する児童生徒

数の割合（全国） 

 

⑥ 多様な教育的ニーズを有

する子どもたちへの対応 

▼知的発達に遅れはないもの

の学習面または行動面で著

しい困難を示すとされた通

常の学級に在籍する児童生

徒数の割合（全国） 

 

○記述内容の精査 

１９ １ 教育を取

り巻く現状 

（１７頁） 

⑥ 多様な教育的ニーズを有

する子どもたちへの対応 

▼不登校児童生徒数（高等学

校）の推移（三重県） 

 

⑥ 多様な教育的ニーズを有

する子どもたちへの対応 

▼不登校生徒数（高等学校）の

推移（三重県） 

 

○記述内容の精査 

２０ １ 教育を取

り巻く現状 

（１８頁） 

⑥ 多様な教育的ニーズを有

する子どもたちへの対応 

▼子どもの貧困率の年次推移

（全国） 

 

⑥ 多様な教育的ニーズを有

する子どもたちへの対応 

▼子どもの貧困率の推移（全

国） 

 

○記述内容の精査 

２１ １ 教育を取

り巻く現状 

（１８頁） 

⑥ 多様な教育的ニーズを有

する子どもたちへの対応 

▼児童虐待相談対応件数の

年次推移（三重県） 

 

⑥ 多様な教育的ニーズを有

する子どもたちへの対応 

▼児童虐待相談対応件数の推

移（三重県） 

 

○記述内容の精査 

２２ １ 教育を取

り巻く現状 

（２０頁） 

脚注 

法律（地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第 47

条の５）に基づき、学校と保護

者や地域住民等が共に知恵を

出し合い、学校運営に意見を

反映させることで、協働しなが

ら子どもたちの豊かな成長を

支え、「地域とともにある学校

づくり」を進める仕組み。 

 

脚注 

地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第47条の５の

規定に基づく、学校と保護者や

地域住民等が共に知恵を出し

合い、学校運営に意見を反映

させることで、協働しながら子

どもたちの豊かな成長を支え、

「地域とともにある学校づくり」

を進める仕組み。 

 

○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

２３ １ 教育を取

り巻く現状 

（２５頁） 

⑪ 地域における学びの状況 

○ 本県では、地域の児童生

徒数に応じた学びが進めら

れています。（後略） 

 

⑪ 地域における学びの状況 

○ 本県では、少子化の流れ

を受けて、公立小中学校と

県立高等学校の学級数が減

少する中、地域の児童生徒

数に応じた学びが進められ

ています。（後略） 

 

○記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（８） 

２４ １ 教育を取

り巻く現状 

（２６頁） 

⑪ 地域における学びの状況 

▼県立高等学校（全日制）学

級数一覧（令和５年度第１学

年）（三重県） 

 

⑪ 地域における学びの状況 

▼県立高等学校（全日制）にお

ける学級数の状況（三重県） 

○記述内容の精査 

２５ ２  子どもた

ちに育みた

い力 

（２８頁） 

（創造する力） 

○ 社会の課題が多様化・複

雑化する中、社会課題の解

決と経済成長を結び付ける

イノベーションを行ったり、

新しいアイデアや解決策を

生み出したりする、新たな価

値を創造する力が求めら

れ、こうした力は、超スマー

ト社会においてもＡＩやロボ

ットによる代替が困難な

「人」の力であり、今後一層

求められることが予測されま

す。 

 

（創造する力） 

○ 社会の課題が多様化・複

雑化する中、社会課題の解

決と経済成長を結びつける

イノベーションを行ったり、

新しいアイデアや解決策を

生み出したりする、新たな価

値を創造する力が求めら

れ、こうした力は、超スマート

社会においてもＡＩやロボッ

トによる代替が困難な「人」

の力であり、今後一層求め

られることが予測されます。 

○記述内容の精査 

２６ 基本施策・

施策 

（４１頁） 

（２） 未来を創造し社会の担

い手となる力の育成 

【基本的な考え方】 

○ 「キャリア教育の推進」にあ

たっては、学ぶことと自己の

将来とのつながりを見通し

ながら、社会的・職業的自立

に必要な資質・能力を身に

つけられるよう、教育活動全

体を通じて、子どもたちの発

達段階に応じた組織的かつ

計画的なキャリア教育を推

進するとともに、地域と連携

した体験活動や校種を越え

た学びの充実を図ります。 

 

（２） 未来を創造し社会の担

い手となる力の育成 

【基本的な考え方】 

○ 「キャリア教育の推進」にあ

たっては、学ぶことと自己の

将来とのつながりを見通し

ながら、社会的・職業的自立

に必要な資質・能力を身に

つけられるよう、学校の教育

活動全体を通じて、発達段

階に応じた組織的かつ計画

的なキャリア教育を推進す

るとともに、地域と連携した

体験活動や校種を越えた学

びの充実を図ります。 

 

○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

２７ 基本施策・

施策 

（４１頁） 

（２） 未来を創造し社会の担

い手となる力の育成 

【基本的な考え方】 

○ 「グローカル教育の推進」

にあたっては、グローバルな

視野と志を持ちながら、高い

目標に向けて挑戦しようと

する意欲を高め、地域にあ

っても、世界にあっても活躍

できる力を身につけるため、

多様な生き方、価値観、文

化等に触れる機会の創出、

英語教育の推進、地域の豊

かな文化や歴史などに関す

る郷土教育を進めます。 

 

（２） 未来を創造し社会の担

い手となる力の育成 

【基本的な考え方】 

○ 「グローカル教育の推進」

にあたっては、グローバルな

視野と志を持ちつつ、自ら定

めた目標に向けて挑戦しよ

うとする意欲を高め、地域に

あっても世界にあっても活

躍できる力を身につけるた

め、多様な生き方、価値観、

文化等に触れる機会の創

出、英語教育の推進、地域

の豊かな文化や歴史などに

関する郷土教育を進めま

す。 

 

○記述内容の精査 

２８ 基本施策・

施策 

（４３頁） 

（４） いじめや暴力のない学び

の場づくり 

【基本的な考え方】 

○ 「いじめや暴力をなくす取

組の推進」にあたっては、い

じめの防止に向けて、主体

的に考え、行動できる力を

育むため、道徳教育や人権

教育など教育活動全体を通

じたいじめをなくすための取

組や、社会総がかりでの取

組を推進します。（後略） 

（４） いじめや暴力のない学び

の場づくり 

【基本的な考え方】 

○ 「いじめや暴力をなくす取

組の推進」にあたっては、い

じめの防止に向けて、主体

的に考え、行動できる力を

育むため、道徳教育や人権

教育など学校の教育活動全

体を通じたいじめをなくすた

めの取組や、社会総がかり

での取組を推進します。（後

略） 

 

○記述内容の精査 

２９ 基本施策・

施策 

（４３頁） 

（４） いじめや暴力のない学び

の場づくり 

【基本的な考え方】 

○ （前略）また、いじめられた

子どもに対しては、寄り添っ

た支援を進めるとともに、い

じめた子ども等に対しては、

再発防止に向けた取組を支

援します。 

 

（４） いじめや暴力のない学び

の場づくり 

【基本的な考え方】 

○ （前略）また、いじめられた

子どもに対しては、寄り添っ

た支援を進めるとともに、い

じめた子ども等に対しては、

再発防止に向けて支援を行

います。 

 

○記述内容の精査 

３０ 基本施策・

施策 

（４７頁） 

２ 施策 

○ ６の「基本施策」を具体的

に展開するため、32 の「施

策」により、取組を進めま

２ 施策 

○ ６つの「基本施策」を具体

的に展開するため、32 の

「施策」により、取組を進めま

○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

す。 

 

す。 

 

３１ （1）一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（４９頁） 

現状と課題 

③  経済先進諸国では、経済

的な豊かさのみならず、精

神的な豊かさや健康までを

含めて幸福や生きがいをと

らえる「ウェルビーイング

（Well-being）」の考え方

が重視されてきており、自己

肯定感や幸福感などがその

要素として挙げられていま

す。（後略） 

 

現状と課題 

③  経済先進諸国では、経済

的な豊かさのみならず、精神

的な豊かさや健康までを含め

て幸福や生きがいをとらえる

「ウェルビーイング」の考え方が

重視されてきており、自己肯定

感や幸福感などがその要素と

して挙げられています。（後略） 

〇記述内容の精査 

３２ （1）一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（４９頁） 

現状と課題 

⑤ 基礎的・基本的な知識・技

能の習得が重要であること

は言うまでもなく、思考力・

判断力・表現力等や学びに

向かう力等こそ、家庭の経

済事情など、子どもを取り巻

く環境を背景とした差が生

まれやすい能力であるとの

指摘もあることに留意する

必要があります。（後略） 

 

現状と課題 

⑤ 子どもたちの可能性を伸

ばしていく上で、基礎的・基

本的な知識・技能の習得が

重要であることは言うまでも

なく、思考力・判断力・表現

力等や学びに向かう力等こ

そ、家庭の経済事情など、子

どもを取り巻く環境を背景と

した差が生まれやすい能力

であるとの指摘もあることに

留意する必要があります。

（後略） 

 

〇記述内容の充実 

３３ （1）一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（５０頁） 

現状と課題 

⑥ （前略）教育活動を通じて、

子どもたちが社会の中で自

分らしく生きることができる

よう支えていくことが求めら

れます。 

 

現状と課題 

⑥ （前略）学校の教育活動を

通じて、子どもたちが社会の

中で自分らしく生きることが

できるよう支えていくことが

求められます。 

 

〇記述内容の精査 

３４ （1）一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（５２頁） 

主な取組内容 

③ 多様な子どもの状況に応

じた学びを支える指導・支援

の充実 

○ 家庭の経済状況にかかわ

らず、全ての子どもたちが、

質の高い教育を受け、夢や

希望を持って挑戦したり、多

様な体験や遊びの機会を得

たりすることができるよう、

主な取組内容 

③ 多様な子どもの状況に応

じた学びを支える指導・支援

の充実 

○ 家庭の社会経済的背景に

関わらず、全ての子どもたち

が、質の高い教育を受け、夢

や希望を持って挑戦したり、

多様な体験や遊びの機会を

得たりすることができるよ

〇記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（１７） 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

地域未来塾など家庭や学校

とは異なる居場所での学習

支援等を地域と連携して進

めます。（後略） 

う、地域未来塾など家庭や

学校とは異なる居場所での

学習支援等を地域と連携し

て進めます。（後略） 

 

３５ （1）一人ひと

りの自己肯

定感を涵養

する教育の

推進 

（５２頁） 

主な取組内容 

④ 教職員の指導力の向上 

○ 子どもたちが、答えが一つ

ではない道徳的な問題につ

いて、考え、議論し、自らの

道徳性を育むことができる

よう、道徳教育アドバイザー

の派遣等を通じて、教職員

一人ひとりの指導力向上に

関する取組を推進します。 

 

主な取組内容 

④ 教職員の指導力の向上 

○ 人権教育や道徳教育、い

じめを生まない学級づくりに

ついて、教職員の指導力の

向上を図る研修を実施する

など、子どもたちが、自分ら

しく生きていこうとする態度

やよりよく生きるための基盤

となる道徳性を養うことや、

安心して学校生活を送るこ

とに資する取組を進めます。 

 

〇記述内容の充実 

３６ (2)確かな

学力の育成

（５５頁） 

主な取組内容 

③ 学校・家庭・地域の連携 

○ 小中学生の学習習慣・読

書習慣等の確立に向け、「全

国学力・学習状況調査」にお

ける児童生徒質問紙調査

や、「みえスタディ・チェック」

の「学習や生活等に関する

質問」から、学習習慣・読書

習慣等の状況を継続的に把

握するとともに、課題の改善

に向け、子どもたちの１人１台

端末からダウンロードできる

チェックシート等の活用を促

進するなど、引き続き、学

校・家庭・地域が一体となっ

た「みえの学力向上県民運

動」の取組を進めます。 

 

主な取組内容 

③ 学校・家庭・地域の連携 

○ 小中学生の学習習慣・読

書習慣等の確立に向け、「全

国学力・学習状況調査」にお

ける児童生徒質問紙調査

や、「みえスタディ・チェック」

の学習や生活等に関する質

問から、学習習慣・読書習慣

等の状況を継続的に把握す

るとともに、課題の改善に向

け、子どもたちの１人１台端

末からダウンロードできるチ

ェックシート等の活用を促進

するなど、引き続き、学校・

家庭・地域が一体となった

「みえの学力向上県民運動」

の取組を進めます。 

 

〇記述内容の精査 

３７ (3)幼児教

育の推進 

（５７頁） 

現状と課題 

① （前略）学びの充実が図ら

れるにあたって、幼稚園・保

育所・認定こども園（以下

「幼稚園等」という。）といっ

た施設類型や地域・家庭の

環境に関わらず、全ての子

どもたちに格差なく質の高

現状と課題 

① （前略）学びの充実を図る

にあたって、幼稚園・保育

所・認定こども園（以下「幼

稚園等」という。）といった施

設類型や地域・家庭の環境

に関わらず、全ての子どもた

ちに格差なく質の高い学び

〇記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

い学びが保障されるよう、全

ての幼稚園等における幼児

教育・保育のより一層の質

向上を図る必要があります。 

 

が保障されるよう、全ての幼

稚園等における幼児教育・

保育のより一層の質向上を

図る必要があります。 

 

３８ (3)幼児教

育の推進 

（５９頁） 

主な取組内容 

④ 家庭・地域との連携の推進 

○ 幼稚園等において、地域の

人びとと触れ合ったり、地域

の施設等を活用したりする

など、多様な体験機会の充

実を図ります。 

主な取組内容 

④ 家庭・地域との連携の推進 

○ 幼稚園等において、地域の

方々と触れ合ったり、地域の

施設等を活用したりするな

ど、多様な体験機会の充実

を図ります。 

 

〇記述内容の精査 

３９ (4)人権教

育の推進 

（６２頁） 

主な取組内容 

③ 家庭・地域との連携による

人権教育の推進 

○ 子どもと保護者や地域住

民が共に人権の視点に立っ

た社会的活動等に取り組む

とともに、子どもたちが自他

の人権について意見を表明

する機会を創出し、子どもた

ちをはじめ家庭・地域に人

権尊重の意識を広めます。 

 

主な取組内容 

③ 家庭・地域との連携による

人権教育の推進 

○ 子どもと保護者や地域住

民が共に人権の視点に立っ

た社会的活動等に取り組む

とともに、子どもたちが自他

の人権について意見を表明

する機会を創出し、子どもた

ちをはじめ、家庭・地域に人

権尊重の意識を広めます。 

 

〇記述内容の精査 

４０ (５ )道徳教

育の推進 

（６５頁） 

主な取組内容 

① 「考え、議論する道徳」への

質的転換 

○ 子どもたちが、答えが１つ

ではない道徳的な問題につ

いて、考え、議論し、自らの

道徳性を育むことができる

よう、道徳教育アドバイザー

の派遣等を通じて、教職員

一人ひとりの指導力向上に

関する取組を推進します。

（再掲） 

 

主な取組内容 

① 「考え、議論する道徳」への

質的転換 

○ 子どもたちが、答えが１つ

ではない道徳的な問題につ

いて、考え、議論し、自らの

道徳性を養うことができるよ

う、道徳教育アドバイザーの

派遣等を通じて、教職員一

人ひとりの指導力向上に関

する取組を推進します。 

 

〇記述内容の精査 

４１ (５ )道徳教

育の推進 

（６５頁） 

主な取組内容 

① 「考え、議論する道徳」への

質的転換 

○ 子どもたちの発達段階に

応じて、他者とともによりよ

く生きようとする意識や生命

を大切にする心を育むた

主な取組内容 

① 「考え、議論する道徳」への

質的転換 

○ 子どもたちの発達段階に

応じて、他者と共によりよく

生きようとする意識や生命

を大切にする心を育むた

〇記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

め、道徳科を要として、各教

科等の授業のほか、異学年

との交流、ボランティア活

動、地域での体験的な学習

等の取組を推進します。 

 

め、道徳科を要として、各教

科等の授業のほか、異学年

との交流、ボランティア活

動、地域での体験的な学習

等の取組を推進します。 

 

４２ (５ )道徳教

育の推進 

（６６頁） 

主な取組内容 

① 「考え、議論する道徳」への

質的転換 

○ 家庭や地域と連携した道

徳教育の充実に向けて、保

護者等への道徳の授業公開

や、地域の人びとも参画で

きる体験活動をとおして道

徳教育の意義について共通

理解を図ります。 

 

主な取組内容 

① 「考え、議論する道徳」への

質的転換 

○ 家庭や地域と連携した道

徳教育の充実に向けて、保

護者等への道徳の授業公開

や、地域の方々も参画でき

る体験活動をとおして道徳

教育の意義について共通理

解を図ります。 

 

〇記述内容の精査 

４３ (7)健康教

育 ・食育の

推進 

（７１頁） 

現状と課題 

④ （前略）また、地域の自然や

文化、農林水産業等に関す

る理解を深めたり、食への

感謝の気持ちを育んだりす

るとともに、食文化の継承・

発展につなげていくことがで

きるよう、学校給食等を活用

した食育の推進が求められ

ます。 

現状と課題 

④ （前略）また、地域の自然や

文化、農林水産業等に関す

る理解を深めたり、食への

感謝の気持ちを育んだりす

るとともに、食文化の継承・

発展等を通じて、持続可能

な食を支えることができるよ

う、学校給食等を活用した

食育の推進が求められま

す。 

 

〇記述内容の充実 

○県議会意見（２） 

 

４４ (7)健康教

育 ・食育の

推進 

（７３頁） 

主な取組内容 

③ 食に関する指導・学校給食

の充実 

〇 子どもたちが、栄養バラン

スのよい食事のとり方、望ま

しい生活習慣の確立、食品

の大切さや品質・安全性に

ついて、正しい知識・情報に

基づいて自ら判断し、実践し

ていく能力を身につけること

ができるよう、栄養教諭を中

核として家庭・地域と連携し

ながら、教育活動全体で食

育に取り組みます。 

主な取組内容 

③ 食に関する指導・学校給食

の充実 

○ 栄養教諭を中核として、家

庭・地域と連携しながら教育

活動全体を通じて食育を推

進することで、栄養バランス

のよい食事のとり方や望ま

しい生活習慣の確立、食品

の大切さと品質・安全性につ

いて、子どもたちが正しい知

識・情報に基づいて自ら判

断し、実践していく能力を身

につけることができるよう取

り組みます。また、健全な食

生活を送るには、持続可能

〇記述内容の充実 

○県議会意見（２） 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

な環境が不可欠であること

をふまえ、食育の取組を進

めていく中で、食を支える環

境の持続に資する取組を推

進します。 

 

４５ (8)体力の

向上と運動

部活動改革

の推進 

（７５頁） 

現状と課題 

② 「全国体力・運動能力、運

動習慣等調査」の結果で

は、本県の子どもたちの体

力が全国と同様に平成３０

（2018）年度のピーク時より

低下していること、継続的に

全国平均を下回っている種

目があること、１週間の総運

動時間が７時間以上の子ど

もたちの割合が減っている

ことなどの課題があります。

（後略） 

 

現状と課題 

② 「全国体力・運動能力、運

動習慣等調査」の結果で

は、本県の子どもたちの体

力が全国と同様に平成３０

（2018）年度をピークに低

下していること、継続的に全

国平均を下回っている種目

があること、１週間の総運動

時間が７時間以上の子ども

たちの割合が減っていること

などの課題があります。（後

略） 

 

○記述内容の精査 

 

４６ (8)体力の

向上と運動

部活動改革

の推進 

（７５頁） 

現状と課題 

③ 学校における運動部活動

は、仲間とともに励まし合

い、高め合いながら、責任感

や連帯感、自主性など豊か

な人間性や社会性が育まれ

る意義のある活動です。（中

略）なお、少子化の進行によ

る生徒数の減少や指導者不

足などのため、従前と同様に

学校単位での運動部活動の

継続が困難な状況が生じて

おり、将来にわたり子どもた

ちがスポーツに継続して親

しむことができるよう、専門

性の高い地域人材を配置し

て教職員の負担を軽減する

など、持続可能な活動環境

を整備し、中学校における休

日の運動部活動の段階的な

地域連携・地域移行を進め

る必要があります。 

 

現状と課題 

③ 学校における運動部活動

は、仲間と共に励まし合い、

高め合いながら、責任感や

連帯感、自主性など豊かな

人間性や社会性が育まれる

意義のある活動です。（中

略）また、少子化の進行によ

る生徒数の減少や指導者不

足などのため、従前と同様に

学校単位での運動部活動の

継続が困難な状況が生じて

おり、将来にわたり子どもた

ちがスポーツに継続して親

しむことができるよう、専門

性の高い地域人材を配置し

て教職員の負担を軽減する

など、持続可能な活動環境

を整備する必要があります。

その中でも特に中学校につ

いては、休日の運動部活動

の段階的な地域連携・地域

移行を進めていくことが求

められています。 

 

○記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（１１） 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

４７ (8)体力の

向上と運動

部活動改革

の推進 

（７６頁） 

主な取組内容 

② 教職員の指導力向上によ

る体育授業の充実 

○ 子どもたちが楽しさや喜び

を味わいながら体を動かし、

運動が好きになり、自ら進ん

で運動する習慣を身につけ

るとともに、発達段階に応じ

た体力や技能が養われるよ

う、ＩＣＴも効果的に活用しつ

つ、体育・保健体育の授業を

工夫・改善する取組を進め

ます。 

 

主な取組内容 

② 教職員の指導力向上によ

る体育授業の充実 

○ 子どもたちが楽しさや喜び

を味わいながら体を動かし、

運動が好きになり、自ら進ん

で運動する習慣を身につけ

るとともに、発達段階に応じ

て体力や技能を養うことが

できるよう、ＩＣＴも効果的に

活用しつつ、体育・保健体育

の授業を工夫・改善する取

組を進めます。 

 

○記述内容の精査 

 

４８ (8)体力の

向上と運動

部活動改革

の推進 

（７７頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

運動する時間を自ら確保して

いる子どもたちの割合 ※１ 

現状値 小学生 

39.２％ 

中学生 

7７.４％ 

（R4） 

※１ 「学校の体育・保健体育

の授業以外で、運動（体を動

かす遊びを含む）やスポーツ

を合計で１日およそどれくら

いしていますか」という質問

に対して、１週間の総運動時

間が７時間以上と回答した

公立小中学生の割合（スポ

ーツ庁「全国体力・運動能

力、運動習慣等調査」） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

運動する時間を自ら確保して

いる子どもたちの割合 ※１ 

現状値 小学生 

37.8％ 

中学生 

72.7％ 

※１ 「学校の体育・保健体育

の授業以外で、運動（体を動

かす遊びを含む。）やスポー

ツを合計で１日およそどれく

らいしていますか」という質

問に対して、１週間の総運動

時間が７時間以上と回答し

た公立小中学生の割合（ス

ポーツ庁「全国体力・運動能

力、運動習慣等調査」） 

 

○記述内容の精査 

４９ (1)キャリア

教育の推進  

（８０頁） 

主な取組内容 

① 学校の教育活動全体をと

おした組織的かつ計画的な

キャリア教育の推進 

○ （前略）また、県内外の先

進的な事例等について学ぶ

ことができる教職員を対象

とした研修会を開催します。 

 

主な取組内容 

① 学校の教育活動全体をと

おした組織的かつ計画的な

キャリア教育の推進 

○ （前略）また、教職員を対象

として、県内外の先進的な

事例等について学ぶことが

できる研修会を開催します。 

○記述内容の精査 

５０ (２)グローカ

ル教育の推

進 

（８３頁） 

現状と課題 

④ （前略）地域が持続的に発

展していくためには、その地

域への愛着・誇りを持ち、経

現状と課題 

④ （前略）地域が持続的に発

展していくためには、その地

域への愛着・誇りを持ち、地

○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

済的に自立し、地域の課題

解決に主体的に参加する人

材を育成することが必要と

なっています。（後略） 

 

域の課題解決に主体的に参

加する人材を育成すること

が必要となっています。（後

略） 

 

５１ (２)グローカ

ル教育の推

進 

（８３頁） 

主な取組内容 

① グローバル社会で活躍で

きる人材の育成 

○ 海外研修、各種コンテスト

への参加、探究的な活動の

成果報告会への参加等をと

おして、グローバルな視野を

持ちながら、高い目標に向

かって挑戦しようとする意欲

の醸成に取り組みます。 

 

主な取組内容 

① グローバル社会で活躍で

きる人材の育成 

○ 海外研修、各種コンテスト

への参加、探究的な活動の

成果報告会への参加等をと

おして、グローバルな視野を

持ちながら、自ら定めた目標

に向かって挑戦しようとする

意欲の醸成に取り組みま

す。 

 

○記述内容の充実 

５２ (２)グローカ

ル教育の推

進 

（８５頁） 

主な取組内容 

④ 郷土教育の推進 

○ 子どもたちが、郷土三重へ

の理解を深め、愛着や誇り

を持って語ったり、社会や地

域の成長・発展に貢献しよう

とする思いを育んだりするこ

とができるよう、地域の豊か

な文化や歴史、伝統行事な

どに関する郷土教育を推進

します。 

 

主な取組内容 

④ 郷土教育の推進 

○ 子どもたちが、郷土三重へ

の理解を深め、愛着や誇り

を持って語ったり、社会や地

域の成長・発展に貢献しよう

とする思いや考えを深めた

りすることができるよう、地

域の豊かな文化や歴史、伝

統行事などに関する郷土教

育を推進します。 

 

○記述内容の充実 

５３ (3) 新 た な

価値を創り

出す力の育

成 

（８８頁） 

主な取組内容 

② 探究活動、ＳＴＥＡＭ教育

等の推進 

○ 高等学校においては、各学

校の探究的な学習の成果を

集めた発表会「みえ探究フォ

ーラム」や、探究的な学習の

指導方法や評価方法等につ

いて実践研究に取り組む

「探究コンソーシアム」を開

催することで、本県における

課題研究の質の向上をめざ

します。 

 

主な取組内容 

② 探究活動、ＳＴＥＡＭ教育

等の推進 

○ 高等学校においては、各学

校の探究的な学習の成果を

集めた発表会「みえ探究フォ

ーラム」や、探究的な学習の

指導方法や評価方法等につ

いて実践研究に取り組む

「探究コンソーシアム」を開

催することで、本県における

課題研究の質の向上を図り

ます。 

 

○記述内容の充実 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

５４ （４）主体的

に社会を形

成する力の

育成 

（９２頁） 

主な取組内容 

① 主権者教育の推進 

○ 関係する諸機関や地域の

人材を積極的に活用し、選

挙管理委員会等と連携して

模擬選挙等を実施したり、

議会等と連携して地域の課

題について話し合ったり、税

務署等と連携して租税や財

政について学ぶなど、主権

者としての意識を高める取

組を推進します。 

 

主な取組内容 

① 主権者教育の推進 

○ 関係する諸機関や地域の

人材を積極的に活用し、議

会等と連携して地域の課題

について話し合ったり、税務

署等と連携して租税や財政

について学んだりする取組

や、選挙管理委員会等と連

携した模擬選挙など、主権

者としての意識を高める取

組を推進します。 

 

○記述内容の精査 

５５ （４）主体的

に社会を形

成する力の

育成 

（９２頁） 

主な取組内容 

② 消費者教育の推進 

〇 18 歳から一人で有効な契

約をすることができるように

なる一方、保護者の同意を

得ずに締結した契約を取り

消すことができる年齢が 18

歳未満までとなることから、

自主的かつ合理的に社会の

一員として行動する自立し

た消費者の育成のため、ま

た、金融に関する知識と判

断力（金融リテラシー）を身

につけることや、消費者被害

の防止・救済のため、消費者

教育のさらなる充実を図り

ます。 

 

主な取組内容 

② 消費者教育の推進 

〇 18 歳から一人で有効な契

約を締結することができるよ

うになる一方、保護者の同

意を得ずに締結した契約を

取り消すことができる年齢

が 18 歳未満までとなること

から、金融に関する知識と判

断力（金融リテラシー）を身

につけるなど、自主的かつ合

理的に社会の一員として行

動する自立した消費者を育

成するとともに、消費者被害

の防止・救済を図るため、消

費者教育のさらなる充実に

向けて取り組みます。 

 

○記述内容の精査 

５６ （４）主体的

に社会を形

成する力の

育成 

（９２頁） 

主な取組内容 

③ 持続可能な開発のための

教育（ESD）の推進 

○ （前略）現代社会における

地球規模の諸課題を自らに

関わる問題として主体的に

とらえ、その解決に向けて自

分で考え、行動する力を身

につけるとともに、新たな価

値観や行動等の変容を生み

出します。 

 

主な取組内容 

③ 持続可能な開発のための

教育（ESD）の推進 

○ （前略）現代社会における

地球規模の諸課題を自らに

関わる問題として主体的に

とらえ、その解決に向けて自

分で考え、行動する力を育

むとともに、新たな価値観や

行動等の変容を生み出しま

す。 

 

○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

５７ (1)一人ひと

りに応じた

切れ目のな

い教育の推

進 

（９６頁） 

主な取組内容 

① 一人ひとりに応じた指導・

支援の充実 

○ 高等学校では、特別な支

援を必要とする生徒につい

て中学校からの支援情報を

確実に引き継ぐとともに、発

達障がい支援員などの助言

を受けながら、個別のニー

ズに応じた支援を行います。

また、通級による指導を実施

する高等学校の拡充に向け

た取組を進めます。 

 

主な取組内容 

① 一人ひとりに応じた指導・

支援の充実 

○ 高等学校では、特別な支

援を必要とする生徒につい

て中学校からの支援情報を

確実に引き継ぐとともに、発

達障がい支援員などからの

助言を受けながら、個別の

ニーズに応じた支援を行い

ます。また、通級による指導

を実施する高等学校の拡充

に向けた取組を進めます。 

 

○記述内容の精査 

５８ (1)一人ひと

りに応じた

切れ目のな

い教育の推

進 

（９６頁） 

脚注 

 県内の高等学校における特

別支援教育の推進のため、校

内研修会の講師、実態把握お

よび心理検査の実施と指導に

関する助言、本人および保護

者との面談、「個別の教育支援

計画」、「個別の指導計画」の

作成支援などを行う専門的な

知識や経験を持った職員。 

 

脚注 

 県内の高等学校における特

別支援教育の推進のため、校

内研修会の講師、実態把握お

よび心理検査の実施と指導に

関する助言、本人および保護

者との面談、「個別の教育支援

計画」・「個別の指導計画」の作

成支援などを行う専門的な知

識や経験を持った職員。 

 

○記述内容の精査 

５９ (1)一人ひと

りに応じた

切れ目のな

い教育の推

進 

（９６頁） 

脚注 

 （前略）学校と保護者が支援

情報を共有するとともに、進路

先等と支援情報を共有するこ

とで円滑かつ確実な引継ぎに

活用する。 

 

脚注 

 （前略）学校と保護者が支援

情報を共有するとともに、進路

先等と支援情報を共有するこ

とで円滑かつ確実な引継ぎに

活用します。 

 

○記述内容の精査 

６０ (2)特別支

援学校にお

ける自立と

社会参画に

向けた教育

の推進 

（１００頁） 

 

主な取組内容 

② 安全・安心・健康な生活を

送るための取組 

 

主な取組内容 

② 安全・安心に健康な生活を

送るための取組 

 

○記述内容の精査 

６１ (2)特別支

援学校にお

ける自立と

社会参画に

向けた教育

主な取組内容 

③ 交流活動等を通じた特別

支援教育の理解啓発 

○ 特別な支援を必要とする

子どもたちが、地域社会で

主な取組内容 

③ 交流活動等を通じた特別

支援教育の理解啓発 

○ 特別な支援を必要とする

子どもたちが、地域社会で

○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

の推進 

（１００頁） 

 

自分らしく生活していけるよ

う、地域の人たちを招いた特

別支援学校の見学会の実施

や、特別支援学校に在籍す

る子どもたちによる文化芸

術活動・地域行事への参加

などをとおして、周りの子ど

もたちや保護者、地域への

特別支援教育に係る理解啓

発を図ります。 

 

自分らしく生活していけるよ

う、地域の方々を招いた特

別支援学校の見学会の実施

や、特別支援学校に在籍す

る子どもたちの文化芸術活

動・地域行事への参加など

をとおして、周りの子どもた

ちや保護者、地域への特別

支援教育に係る理解啓発を

図ります。 

 

６２ (2)特別支

援学校にお

ける自立と

社会参画に

向けた教育

の推進 

（１０１頁） 

主な取組内容 

④ 特別支援学校における学

習環境づくり 

〇 （前略）また、西日野にじ学

園など在籍する子どもの数

が増加している学校につい

ては、既存施設を有効に活

用するとともに、狭隘化への

対応について検討します。 

 

主な取組内容 

④ 特別支援学校における学

習環境づくり 

〇 （前略）また、西日野にじ学

園など在籍する子どもの数

が増加している学校につい

ては、既存施設の有効活用

を図るなど、狭隘化への対

応を進めます。 

 

〇記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（１３） 

６３ (2)特別支

援学校にお

ける自立と

社会参画に

向けた教育

の推進 

（１０１頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※1 一般企業への就職を希

望している県立特別支援学

校高等部の生徒の就職率

（就労継続支援Ａ型事業所

を除く）（三重県教育委員会

調べ） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※1 一般企業への就職を希

望している県立特別支援学

校高等部の生徒の就職率

（就労継続支援Ａ型事業所

を除く。）（三重県教育委員

会調べ） 

 

〇記述内容の精査 

 

６４ （1）いじめや

暴力をなく

す取組の推

進 

（１０４頁） 

主な取組内容 

② 教育活動全体を通じた取

組の推進 

〇 道徳性を育成する道徳科

授業の質の向上が図られる

よう、小中学校における道徳

教育推進教師を対象にした

研修会の実施やアドバイザ

ーの派遣、いじめ防止に資

する「特別の教科 道徳」の

教員用指導補助資料を作成

します。 

 

主な取組内容 

② 学校教育活動全体を通じ

た取組の推進 

〇 道徳性を養う道徳科授業

の質の向上が図られるよう、

小中学校における道徳教育

推進教師を対象にした研修

会の実施やアドバイザーの

派遣、いじめ防止に資する

「特別の教科 道徳」の教員

用指導補助資料を作成しま

す。 

 

〇記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

６５ （２ ）いじめ

の認知と学

校内外の教

育相談体制

の充実 

（１０７頁） 

現状と課題 

① いじめはどの子どもにも、

どの学校でも起こりうるもの

との認識に立ち、「いじめ防

止対策推進法」に基づき、い

じめの正確かつ積極的な認

知と、早期発見・早期対応が

必要です。 

 

現状と課題 

① いじめはどの子どもにも、

どの学校でも起こり得るも

のとの認識に立ち、「いじめ

防止対策推進法」に基づき、

いじめの正確かつ積極的な

認知と、早期発見・早期対応

が必要です。 

 

〇記述内容の精査 

６６ （２ ）いじめ

の認知と学

校内外の教

育相談体制

の充実 

（１０７頁） 

 

脚注 

（前略）主に、子どもの立場

から、問題解決ができる環境

づくりを推進することを旨とし

ます。 

 

脚注 

（前略）主に、子どもの立場

から、問題解決ができる環境

づくりを推進します。 

 

〇記述内容の精査 

６７ （3 ）いじめ

に対する迅

速 ・確実な

対応の推進 

（１１３頁） 

主な取組内容 

③ いじめた子どもへの指導

やその保護者への助言 

○ いじめた子どもに指導を

行う際は、いじめは人格を

傷つけ、生命、身体または財

産を脅かす行為であること

を理解させ、自らの行為の

責任を自覚させるとともに、

いじめた子どもが抱える問

題や背景にも目を向け、安

全・安心、健全な人格の発

達に配慮します。 

 

主な取組内容 

③ いじめた子どもへの指導

やその保護者への助言 

○ いじめた子どもに指導を行

う際は、いじめは人格を傷

つけ、生命、身体または財産

を脅かす行為であることを

理解させ、自らの行為の責

任を自覚させるとともに、い

じめた子どもが抱える問題

や背景にも目を向け、安全・

安心、健全な人格の発達に

配慮しながら適切な支援を

行います。 

 

〇記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（１４） 

６８ （３ ）いじめ

に対する迅

速 ・確実な

対応の推進 

（１１３頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※２ 学校におけるいじめの問

題に対する日常の取組とし

て、「スクールカウンセラー、

相談員、養護教諭を積極的

に活用して教育相談体制の

充実を図った」公立小中学

校および県立学校の割合

（三重県教育委員会調べ） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※２ 学校におけるいじめの問

題に対する日常の取組につ

いて、「スクールカウンセラ

ー、相談員、養護教諭を積

極的に活用して教育相談体

制の充実を図った」と回答し

た公立小中学校および県立

学校の割合（三重県教育委

員会調べ） 

 

〇記述内容の精査 

６９ （４ ）いじめ

対策に関す

る教職員の

主な取組内容 

① いじめに対する組織的な

対応の強化 

主な取組内容 

① いじめに対する組織的な

対応の強化 

○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

資質向上と

支援体制の

充実 

（１１５頁） 

○  （前略）いじめ対策担当

は、いじめに関する情報の

集約、校長や関係教職員へ

の情報共有を行い、校内い

じめ防止委員会で具体的な

対応について検討するなど、

学校におけるいじめ対応の

中核となり、いじめの解消に

向かって進められるような

体制づくりを進めます。 

 

○  （前略）いじめ対策担当

は、学校におけるいじめ対

応の中核となり、いじめに関

する情報の集約や校長・関

係教職員への情報共有、校

内いじめ防止委員会におけ

る具体的な対応についての

検討などを行います。 

 

７０ （４ ）いじめ

対策に関す

る教職員の

資質向上と

支援体制の

充実 

（１１６頁） 

主な取組内容 

③ 専門人材を活用した支援

体制の充実 

○ 教職員が、いじめ問題に

関わる子どもたちと適切に

向き合い、いじめに関わった

子どもたちへの支援体制を

充実させるために、心理や

福祉、法律などの専門人材

を積極的に活用して、より効

果的な支援につなげていき

ます。 

 

主な取組内容 

③ 専門人材を活用した支援

体制の充実 

○ 教職員がいじめ問題に関

わる子どもたちと向き合い、

いじめに関わった子どもたち

を適切に支援することがで

きるよう、心理や福祉、法律

などの専門人材の積極的な

活用を推進します。 

 

○記述内容の精査 

７１ （４ ）いじめ

対策に関す

る教職員の

資質向上と

支援体制の

充実 

（１１６頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※ 学校におけるいじめの問

題に対する日常の取組とし

て、「職員会議等を通じて、

いじめの問題について教職

員間で共通理解を図った」

または「いじめの問題に関す

る校内研修会を実施した」

公立小中学校および県立学

校の割合（三重県教育委員

会調べ） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※ 学校におけるいじめの問

題に対する日常の取組につ

いて、「職員会議等を通じ

て、いじめの問題について

教職員間で共通理解を図っ

た」または「いじめの問題に

関する校内研修会を実施し

た」と回答した公立小中学校

および県立学校の割合（三

重県教育委員会調べ） 

 

○記述内容の精査 

７２ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１７頁） 

現状と課題 

① 全ての子どもたちが豊かな

学校生活を送り、安心して

教育を受けることができるよ

う、安心感や充実感を得ら

れる「魅力ある学校」づくり

を進める必要があります。 

 

現状と課題 

① 全ての子どもたちが豊かな

学校生活を送り、安心して教

育を受けることができるよう、

安心感や充実感を得られる

「魅力ある学校づくり」を進め

る必要があります。 

○記述内容の精査 

７３ (1) 不登 校 現状と課題 現状と課題 ○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１７頁） 

④ （前略）また、不登校児童

生徒に寄り添い、共感的理

解と受容に基づく支援を行

えるよう教職員の資質向上

を図る必要があります。 

④ （前略）また、不登校児童

生徒に寄り添い、共感的理

解と受容に基づく支援を行

えるよう、教職員の資質向

上を図る必要があります。 

 

７４ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１８頁） 

主な取組内容 

① 魅力ある学校づくりの推進 

○ 学校の教育相談体制の充

実に取り組み、子どもたちが

安心して学校生活を送るこ

とのできる環境を整えます。

（後略） 

 

主な取組内容 

① 魅力ある学校づくりの推進 

○ 学校の教育相談体制の充

実に取り組み、子どもたちが

安心して学校生活を送るこ

とができる環境を整えます。

（後略） 

 

○記述内容の精査 

７５ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１８頁） 

主な取組内容 

② 多様な教育機会の確保 

〇 （前略）また、教室とは別の

場所で学習支援等を行う校

内教育支援センターの整備

を推進するとともに、オンラ

インを活用した学習支援や

相談等の環境整備に取り組

みます。 

 

主な取組内容 

② 多様な教育機会の確保 

〇 （前略）また、教室とは別の

居場所として学習支援等を

行う校内教育支援センター

の整備を推進するとともに、

オンラインを活用した学習支

援や相談等の環境整備に取

り組みます。 

 

〇記述内容の充実 

〇県議会意見（３） 

７６ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１８頁） 

主な取組内容 

② 多様な教育機会の確保 

○ 不登校児童生徒の学校外

での学びについては、子ども

の意思を尊重するとともに、

個々の子どもや家庭の状況

に応じて、教育支援センター

やフリースクール等における

社会的自立に向けた取組や

自己肯定感を高める活動等

に安心して取り組むことがで

きるよう支援します。 

主な取組内容 

② 多様な教育機会の確保 

○ 不登校児童生徒の学校外

での学びについては、教育

支援センターやフリースクー

ル等において社会的自立に

向けた取組や自己肯定感を

高める活動等を安心して行

うことができるよう、子ども

の意思を尊重しながら、

個々の子どもや家庭の状況

に応じた支援を進めます。 

 

○記述内容の精査 

７７ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１８頁） 

脚注 

 不登校児童生徒の実態に配

慮した特別の教育課程を編成

して教育を実施する必要があ

ると認められる場合、特定の学

校において教育課程の基準に

よらず特別の教育課程を編成

することができるとする特例措

脚注 

 不登校児童生徒の実態に配

慮した特別の教育課程を編成

して教育を実施する必要があ

ると認められる場合、特定の学

校において教育課程の基準に

よらず、特別の教育課程を編

成することができるとする特例

○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

置によって文部科学大臣から

指定された学校。 

措置によって文部科学大臣か

ら指定された学校。 

 

７８ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１９頁） 

主な取組内容 

③ 不登校児童生徒への効果

的な支援の充実 

〇 不登校児童生徒や保護者

への支援を専門的に行う教

育支援センターが、不登校

支援アドバイザーやスクール

ソーシャルワーカーを活用し

て、通所している子どもたち

の支援に加え、通所できな

い子どもたちに対しても訪

問（アウトリーチ）型支援を進

めるなど、地域における不登

校支援の中核となるよう、引

き続き機能強化に取り組み

ます。 

 

主な取組内容 

③ 不登校児童生徒への効果

的な支援の充実 

〇 不登校児童生徒や保護者

への支援を専門的に行う教

育支援センターが、地域にお

ける不登校支援の中核とな

るよう、不登校支援アドバイ

ザーやスクールソーシャルワ

ーカーを活用して、通所して

いる子どもたちの支援に加

え、通所できない子どもたち

に対しても訪問（アウトリー

チ）型支援を進めるなど、引

き続き機能強化に取り組み

ます。 

 

○記述内容の精査 

７９ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１９頁） 

主な取組内容 

④ 教職員の対応力の向上 

○ 教職員のカウンセリングマ

インドの向上や個々の子ど

もに応じた支援の方法につ

いて学ぶため、スクールカウ

ンセラー等が講師となり、事

例を基にした研修会等を実

施し、一人ひとりの状況に応

じた早期からの支援に取り

組みます。 

 

主な取組内容 

④ 教職員の対応力の向上 

○ スクールカウンセラー等が

講師となり、個々の子どもに

応じた支援の方法等に関し

て、事例を基にした研修会

等を実施し、教職員のカウン

セリングマインドの向上を図

ります。 

 

○記述内容の精査 

８０ (1) 不登 校

の状況にあ

る児童生徒

への支援 

（１１９頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

長期欠席を含む不登校児童生

徒が 40 人を超える小中学校

における「校内教育支援センタ

ー」の設置数 ※２ 

※２ 長期欠席を含む不登校

児童生徒の数が１クラス規

模（４０名）を超える公立小

中学校における「校内教育

支援センター」の設置数（累

計）（三重県教育委員会調

べ） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

不登校を含む長期欠席児童生

徒が 40 人を超える小中学校

における「校内教育支援センタ

ー」の設置数 ※２ 

※２ 不登校を含む長期欠席

児童生徒の数が１クラス規

模（４０名）を超える公立小

中学校における校内教育支

援センターの設置数（累計）

（三重県教育委員会調べ） 

 

○記述内容の精査 
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No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

８１ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２１頁） 

現状と課題 

③ 日本での学校生活や日本

語習得、教科学習に困難を

抱えたり、進路決定ができな

いまま学校を卒業したり、中

途退学したりする外国人児

童生徒もいます。（後略） 

現状と課題 

③ 日本での学校生活や日本

語習得、教科学習に困難を

抱える外国人児童生徒や、

進路決定ができないまま学

校を卒業したり、中途退学し

たりする外国人児童生徒も

います。（後略） 

 

○記述内容の精査 

８２ (2)外国に

つながる児

童生徒の自

立に向けた

力の育成 

（１２３頁） 

 

脚注 

ポルトガル語・スペイン語・

英語・タガログ語・中国語・ビ

ザイヤ語の６言語に対応（令和

５（２０２３）年 12月時点）。 

脚注 

ポルトガル語・スペイン語・

英語・タガログ語・中国語・ビ

ザイヤ語の６言語に対応（令和

６（２０２４）年３月時点）。 

○記述内容の精査 

８３ （４）子どもた

ちの安全・安

心の確保 

（１２７頁） 

めざす姿 

学校・地域・関係機関の連

携・協働の下、子どもたちの安

全を確保する取組が進んでお

り、安全教育の推進により、子

どもたちが主体的に判断し、行

動できる力を身につけていま

す。 

 

めざす姿 

学校・地域・関係機関の連

携・協働の下、子どもたちの安

全・安心を確保する取組が進

んでおり、安全教育の推進によ

り、子どもたちが主体的に判断

し、行動できる力を身につけて

います。 

 

○記述内容の充実 

８４ （４）子どもた

ちの安全・安

心の確保 

（１２７頁） 

主な取組内容 

① 組織的取組の推進 

〇 学校全体としての活動や

適切な役割分担に基づく事

故・災害等発生時の対応が

できるよう、学校安全を学校

経営に明確に位置づけ、学

校安全計画に基づき組織

的・計画的に取り組みます。 

 

主な取組内容 

① 組織的取組の推進 

〇 事故・災害等発生時にお

いて、学校全体としての活動

や校内組織の適切な役割分

担に基づく対応ができるよ

う、学校安全を学校経営に

明確に位置づけ、学校安全

計画に基づき組織的・計画

的に取り組みます。 

 

○記述内容の精査 

８５ （４）子どもた

ちの安全・安

心の確保 

（１２８頁） 

主な取組内容 

③ 安全に関する教育の推進 

〇 （前略）また、子どもたちの

自転車乗車中の事故の被害

を低減させるため、ヘルメッ

ト着用を推奨する取組を進

めるとともに、将来にわたっ

て交通安全に対する意識を

高めるため、子どもたちや保

主な取組内容 

③ 安全に関する教育の推進 

〇 （前略）また、自転車乗車

中の事故の被害を低減でき

るよう、ヘルメット着用を推

奨する取組を進めるととも

に、将来にわたって交通安

全に対する意識を高めるた

め、子どもたちや保護者を対

○記述内容の精査 



22 

 

No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

護者を対象に、「三重県交通

安全条例」および「三重県飲

酒運転０（ゼロ）をめざす条

例」の周知に取り組みます。 

象に、「三重県交通安全条

例」および「三重県飲酒運転

０（ゼロ）をめざす条例」の周

知に取り組みます。 

 

８６ （４）子どもた

ちの安全・安

心の確保 

（１２９頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※２ 公立小中学生および県

立高校生が当事者となった

交通事故のうち、加害事故

の件数（県立高校生は自損

の件数を含む）（三重県教育

委員会調べ） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※２ 公立小中学生および県

立高校生が当事者となった

交通事故のうち、加害事故

の件数（県立高校生は自損

の件数を含む。）（三重県教

育委員会調べ） 

 

○記述内容の精査 

８７ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３１頁） 

現状と課題 

② 本県の高等学校（全日制）

における中途退学率は 0.４

７％（令和３（202１）年）であ

り、全国平均（0.７％）を下

回っているものの、一定数

の生徒がさまざまな事情に

より中途退学している状況

です。 

 

現状と課題 

② 本県の高等学校（全日制）

における中途退学率は 0.５

６％（令和４（202２）年度）

であり、全国平均（0.８％）を

下回っているものの、一定

数の生徒がさまざまな事情

により中途退学している状

況です。 

 

○記述内容の精査 

８８ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３１頁） 

現状と課題 

④ 義務教育未修了者、高等

学校に進学しなかった人、高

等学校中途退学者などのさ

まざまな事情により学びを

必要とする人たちが、一人ひ

とりの能力・可能性を最大限

に引き出すことができるよ

う、多様な学びの場で教育

を受ける機会を確保・支援し

ていく必要があります。 

 

現状と課題 

④ 義務教育未修了者、高等

学校に進学しなかった人、高

等学校中途退学者などのさ

まざまな事情により学びを

必要とする人たちが、一人ひ

とりの能力・可能性を最大限

に伸ばすことができるよう、

多様な学びの場で教育を受

ける機会を確保・支援してい

く必要があります。 

 

〇記述内容の精査 

 

８９ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３２頁） 

主な取組内容 

① 関係機関と連携した多様

な教育的ニーズへの対応 

○ 家庭の経済状況にかかわ

らず、全ての子どもたちが、

質の高い教育を受け、夢や

希望を持って挑戦したり、多

様な体験や遊びの機会を得

たりすることができるよう、

地域未来塾など家庭や学校

主な取組内容 

① 関係機関と連携した多様

な教育的ニーズへの対応 

○ 家庭の社会経済的背景に

関わらず、全ての子どもたち

が、質の高い教育を受け、夢

や希望を持って挑戦したり、

多様な体験や遊びの機会を

得たりすることができるよ

う、地域未来塾など家庭や

〇記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（１７） 
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とは異なる居場所での学習

支援等を地域と連携して進

めます。（再掲） 

 

学校とは異なる居場所での

学習支援等を地域と連携し

て進めます。（再掲） 

 

９０ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３２頁） 

主な取組内容 

① 関係機関と連携した多様

な教育的ニーズへの対応 

○ ヤングケアラーを早期に把

握し、適切な支援につなげら

れるよう、関係機関・団体等

と連携して、一人ひとりに寄

り添ったきめ細かな支援を

届けるための体制整備に取

り組みます。 

 

主な取組内容 

① 関係機関と連携した多様

な教育的ニーズへの対応 

○ ヤングケアラーを早期に把

握し、適切な支援につなげら

れるよう、「ヤングケアラー支

援ハンドブック」を活用しな

がら関係機関・団体等と連

携して、一人ひとりに寄り添

ったきめ細かな支援を届け

るための体制整備に取り組

みます。 

 

○記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（16） 

９１ (5)学びの

セーフティネ

ットの構築・

学びの継続 

（１３２頁） 

 脚注 

令和５（2023）年１０月に三

重県が作成したハンドブック。

ヤングケアラーと思われる子ど

もに気づくポイントやヤングケ

アラー支援の留意点、関係機

関との連携のポイント等が掲

載されています。 

 

○記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（16） 

９２ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３５頁） 

 

めざす姿 

（前略）また、時代の変化に

応じた資質能力を身につけた

教職員を安定的に確保してい

ます。 

 

めざす姿 

（前略）また、時代の変化に

応じた資質・能力を身につけた

教職員を安定的に確保してい

ます。 

 

○記述内容の精査 

 

９３ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３５頁） 

現状と課題 

① 教職員は、これからの社会

を担う子どもたち一人ひとり

の力を最大限に引き出し、

主体的な学びを支える伴走

者として、教職に必要な素

養、学習指導、生徒指導、特

別な支援を必要とする子ど

もたちへの対応等の資質・

能力の向上に向け教職生涯

を通じ学び続ける必要があ

現状と課題 

① 教職員は、これからの社会

を担う子どもたち一人ひとり

の力を最大限に引き出し、

主体的な学びを支える伴走

者として、教職に必要な素

養、学習指導、生徒指導、特

別な支援を必要とする子ど

もたちへの対応等の資質・

能力の向上に向け、教職生

涯を通じ学び続ける必要が

○記述内容の精査 
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ります。 あります。 

 

９４ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３６頁） 

主な取組内容 

① 「新たな教師の学びの姿」

の実現に向けた研修の効果

的な実施 

○ 教職員が研修履歴を活用

して自らの学びを振り返ると

ともに、学校管理職等が対

話をとおした適切な指導助

言を行うことができるよう、

多様な専門性に対応した研

修を実施し、教職員が主体

的に資質・能力の向上を図

ることができるよう取り組み

ます。 

 

主な取組内容 

① 「新たな教師の学びの姿」

の実現に向けた研修の効果

的な実施 

○ 教職員が研修履歴を活用

して自らの学びを振り返ると

ともに、学校管理職等が対

話をとおした適切な指導・助

言を行うことができるよう、

多様な専門性に対応した研

修を実施し、教職員が主体

的に資質・能力の向上を図

ることができるよう取り組み

ます。 

 

○記述内容の精査 

 

９５ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３６頁） 

主な取組内容 

① 「新たな教師の学びの姿」

の実現に向けた研修の効果

的な実施 

○ 若手教職員を対象とする

研修を実施し、経験の浅い

教職員の実践力を磨き、教

職に必要な基礎・基盤を固

めます。 

 

主な取組内容 

① 「新たな教師の学びの姿」

の実現に向けた研修の効果

的な実施 

○ 若手教職員を対象とする

研修を実施し、経験の浅い

教職員の実践力を磨き、教

職に必要な基礎・基盤を培

います。 

 

○記述内容の精査 

 

９６ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３６頁） 

主な取組内容 

③ 教職の魅力発信と教職員

の人材確保に向けた取組 

○ 教職を志す人材を着実に

確保していくため、高校生や

大学１・２年生などの早い段

階から教職ガイダンスを実

施するとともに、オンラインに

よる説明会も活用しながら、

学生だけでなく社会人も含

めたさまざまな立場の人を

対象に教職の魅力を発信す

る取組を実施します。 

 

主な取組内容 

③ 教職の魅力発信と教職員

の人材確保に向けた取組 

○ 教職を志す人材を着実に

確保していくため、高校生や

大学１・２年生などの早い段

階から教職ガイダンスを実

施するとともに、オンラインに

よる説明会も活用しながら、

学生だけでなく社会人も含

めたさまざまな立場の人を

対象に、子どもたちの人生に

影響を与えて成長を実感で

きる喜びを感じられるなど、

教職の魅力を発信する取組

を実施します。 

 

○記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（１８） 

９７ (1) 教職 員 主な取組内容 主な取組内容 ○記述内容の精査 
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の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３７頁） 

③ 教職の魅力発信と教職員

の人材確保に向けた取組 

○ 教員養成を担う大学と連

携し、定期的な意見交換等

により教員確保に向けた課

題を共有するとともに、教員

を志す学生が、現職教員と

ともに研修を受講するなど、

教職の魅力ややりがいを感

じることができる機会を設け

ます。 

 

③ 教職の魅力発信と教職員

の人材確保に向けた取組 

○ 教員養成を担う大学と連

携し、定期的な意見交換等

により教員確保に向けた課

題を共有するとともに、教員

を志す学生が、現職教員と

共に研修を受講するなど、

教職の魅力ややりがいを感

じることができる機会を確保

します。 

 

 

９８ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３７頁） 

主な取組内容 

③ 教職の魅力発信と教職員

の人材確保に向けた取組 

○ 教育アシスタントなど学校

現場における体験を重視し

た活動を実施し、教員の養

成段階における学びと採用

段階で求められる資質能力

をより効果的に結びつける

取組を推進します。 

 

主な取組内容 

③ 教職の魅力発信と教職員

の人材確保に向けた取組 

○ 教育アシスタントなど学校

現場における体験を重視し

た活動を実施し、教員の養

成段階における学びと採用

段階で求められる資質・能

力をより効果的に結びつけ

る取組を推進します。 

 

○記述内容の精査 

 

９９ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３７頁） 

主な取組内容 

③ 教職の魅力発信と教職員

の人材確保に向けた取組 

○ （前略）また、教員の採用

選考時期が民間企業等と比

べて遅く、優れた人材確保

の課題となっているため、教

員採用選考試験の早期化に

取り組みます。 

 

主な取組内容 

③ 教職の魅力発信と教職員

の人材確保に向けた取組 

○ （前略）また、教員の採用

選考時期が民間企業等と比

べて遅く、優れた人材を確

保する上での課題となって

いるため、教員採用選考試

験の早期化に取り組みま

す。 

 

○記述内容の精査 

１００ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３７頁） 

主な取組内容 

④ 教職員育成支援のための

人事評価制度の適切な実施 

○ 教職員の主体的な教育実

践や自己啓発を促し、能力・

意欲の向上を図るとともに、

組織の目標を共有し教職員

の協力・協働が進むよう、人

事評価制度の適切な運用を

とおして教職員の育成につ

なげます。 

主な取組内容 

④ 教職員育成支援のための

人事評価制度の適切な実施 

○ 教職員の主体的な教育実

践や自己啓発を促し、能力・

意欲の向上を図るとともに、

組織の目標を共有しつつ教

職員の協力・協働が進むよ

う、人事評価制度の適切な

運用をとおして教職員の育

成につなげます。 

○記述内容の精査 
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１０１ (1) 教職 員

の 資 質 向

上・人材確

保とコンプラ

イアンスの

推進 

（１３８頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※３ 組織的マネジメントシー

ト（教育委員会事務局）、学

校マネジメントシートまたは

行動計画（県立学校）、学校

経営の改革方針等（小中学

校等）において掲げたコンプ

ライアンスに係る目標につい

て、年度末時点で「達成済

み」となった所属・公立学校

の割合（三重県教育委員会

調べ） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

※３ 組織マネジメントシート

（教育委員会事務局）、学校

マネジメントシートまたは行

動計画（県立学校）、学校経

営の改革方針等（小中学校

等）において掲げたコンプラ

イアンスに係る目標につい

て、年度末時点で「達成済

み」となった所属・公立学校

の割合（三重県教育委員会

調べ） 

○記述内容の精査 

１０２ (2)学校に

おける働き

方改革の推

進 

（１３９頁） 

現状と課題 

③  （前略）部活動について

は、部活動指導員等の活用

や地域スポーツ団体との連

携など、専門的な指導の充

実を図り教職員の負担を軽

減させながら、子どもたちに

とって望ましい活動となるよ

う取組を進める必要があり

ます。 

 

現状と課題 

③  （前略）部活動について

は、部活動指導員等の活用

や地域スポーツ団体との連

携など、専門的な指導の充

実を図り教職員の負担を軽

減しながら、子どもたちにと

って望ましい活動となるよう

取組を進める必要がありま

す。 

 

○記述内容の精査 

１０３ (2)学校に

おける働き

方改革の推

進 

（１４０頁） 

現状と課題 

⑤ （前略）近年精神神経系疾

患により休職となった教職

員の割合は全国平均を下回

っているものの、毎年一定

数の教職員がメンタルヘル

スの不調により休職する状

態が続いていることから、引

き続き、支援体制を充実さ

せていく必要があります。 

 

現状と課題 

⑤ （前略）近年、精神神経系

疾患により休職となった教

職員の割合は全国平均を下

回っているものの、毎年一

定数の教職員がメンタルヘ

ルスの不調により休職する

状態が続いていることから、

引き続き、支援体制を充実

させていく必要があります。 

 

○記述内容の精査 

１０４ (2)学校に

おける働き

方改革の推

進 

（１４１頁） 

主な取組内容 

② 学校・教職員が担う業務の

適正化 

○ 教職員が本来業務に集中

できるよう、学校および教職

員が担う業務の明確化・適

正化を進めます。 

 

主な取組内容 

② 学校・教職員が担う業務の

適正化 

○ 学校および教職員が担う

業務の明確化・適正化を通

じて、教職員が本来業務に

集中できる勤務環境を整備

し、在校等時間の削減を図

ります。 

 

〇記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（１９） 

 



27 

 

No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

１０５ (2)学校に

おける働き

方改革の推

進 

（１４２頁） 

主な取組内容 

⑤ 教職員の健康管理 

○ （前略）また、過重労働に該

当する教職員の健康状態や

疲労度を把握するとともに、

校長や産業医による面接を

実施し、教職員の心身の健

康障害防止のための対策を

行います。 

 

主な取組内容 

⑤ 教職員の健康管理 

○ （前略）また、過重労働に該

当する教職員の健康状態や

疲労度を把握するとともに、

校長や産業医による面接を

実施し、教職員の心身の健

康障がい防止のための対策

を行います。 

 

○記述内容の精査 

１０６ (2)学校に

おける働き

方改革の推

進 

（１４２頁） 

主な取組内容 

⑥ 教職員のメンタルヘルス対

策 

○ 心身の不調が認められる

教職員への専門医・心理の

専門家・保健師等による相

談を実施し、早期発見・対応

によるメンタルヘルス不調の

予防と回復を支援します。 

 

主な取組内容 

⑥ 教職員のメンタルヘルス対

策 

○ 心身の不調が認められる

教職員への専門医・心理の

専門家・保健師等による相

談を実施し、早期発見・早期

対応によりメンタルヘルス不

調の予防と回復を支援しま

す。 

 

○記述内容の精査 

１０７ (2)学校に

おける働き

方改革の推

進 

（１４２頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

総勤務時間に関する教職員の

満足度 ※ 

現状値 ２．３７ 

（Ｒ４） 

目標値 ２．７１ 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

総勤務時間に関する教職員の

満足度 ※ 

現状値 ２．３９ 

目標値 ２．７３ 

 

○記述内容の精査 

１０８ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４３頁） 

現状と課題 

① （前略）今後も、社会全体

のＩＣＴの進展と、それに伴う

ＥｄＴｅｃｈの更なる進展が予

測されることから、引き続

き、これらの変化に対応しな

がら、学校におけるＩＣＴの効

果的な活用を進める必要が

あります。 

 

現状と課題 

① （前略）今後も、社会全体

のＩＣＴの進展と、それに伴う

ＥｄＴｅｃｈの更なる進展が予

測されることから、引き続

き、これらの変化に対応しな

がら、学校におけるＩＣＴの効

果的な活用を進めるととも

に、個別最適な学びの実現

や、困難を抱える子どもの早

期発見等につながるよう、教

育データを効果的に利活用

することが求められます。 

 

〇記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（２１） 
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１０９ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４４頁） 

現状と課題 

⑧ ChatGPT のリリース以

降、対話型生成ＡＩが急速に

普及するとともに、画像、映

像や音声などの生成 AI も

目覚ましい進歩を遂げてい

ます。（後略） 

 

現状と課題 

⑧ ChatGPT のリリース以

降、対話型生成ＡＩが急速に

普及するとともに、画像や映

像、音声などの生成 AIも目

覚ましい進歩を遂げていま

す。（後略） 

 

○記述内容の精査 

１１０ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４４頁） 

主な取組内容 

① ICT を活用した教育の推

進 

○ （前略）また、学校における

ＩＣＴの基本的な活用水準を

向上し、さらに発展的な方法

を工夫改善するという好循

環を作り出すことができるよ

う、活用されているアプリや

サービスの情報・使用例、先

進的な取組などの横展開に

取り組みます。 

 

主な取組内容 

① ICT を活用した教育の推

進 

○ （前略）また、学校における

ＩＣＴの基本的な活用水準を

向上し、さらに発展的な方法

を工夫改善するという好循

環を作り出すことができるよ

う、活用されているアプリや

サービスの情報・使用例、先

進的な取組などの横展開に

取り組みます。加えて、学習

履歴など教育データを学校

現場で効果的に利活用でき

るようにするための取組を

進めます。 

 

〇記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（２１） 

１１１ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４４頁） 

主な取組内容 

① ICT を活用した教育の推

進 

○ 教育活動や校務において、

ＩＣＴの活用の効果を最大限

に発揮するため、ＩＣＴの活

用を進めることで生じうるリ

スクに配慮しつつ、ICTを活

用した試行的な取組を積極

的に行い、新たなアイデアの

創出、さまざまな課題の解消

を図るとともに、ＩCT の進展

により顕在化する新たな課

題への対応を図ります。 

 

主な取組内容 

① ICT を活用した教育の推

進 

○ 教育活動や校務において、

ＩＣＴの活用の効果を最大限

に発揮するため、ＩＣＴの活

用を進めることで生じうるリ

スクに配慮しつつ、ICTを活

用した試行的な取組を積極

的に行い、新たなアイデアの

創出やさまざまな課題の解

消を図るとともに、ＩCT の進

展により顕在化する新たな

課題への対応を進めます。 

 

○記述内容の精査 

１１２ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４４頁） 

主な取組内容 

① ICT を活用した教育の推

進 

○ 高等学校においては、生徒

が学校の枠を越えて交流し

主な取組内容 

① ICT を活用した教育の推

進 

○ 高等学校においては、ＩＣＴ

を活用し、学校の枠を越え

○記述内容の充実 
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たり、学習活動に参加したり

する取組を、ICT も活用し

ながら推進します。 

た遠隔合同学習を進めま

す。また、生徒の興味・関心

が高まるよう、文理横断的・

探究的な学習にＩＣＴを活用

します。 

 

１１３ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４５頁） 

主な取組内容 

⑤ ICT を活用した諸課題の

解決 

○ 外国人児童生徒がそれぞ

れの日本語習得状況に応じ

た学習支援を受けることが

できるよう、外国人児童生

徒巡回相談員によるオンラ

インでの学習支援や、オンラ

インを活用した日本語指導

を企業と連携して進めます。

（再掲） 

 

主な取組内容 

⑤ ICT を活用した諸課題の

解決 

○ 外国人児童生徒が県内全

域で質の高い日本語教育カ

リキュラムを受けることがで

きるよう、オンラインを活用し

た日本語指導を進めます。

（再掲） 

 

○記述内容の精査 

１１４ (3) Ｉ Ｃ Ｔ を

活用した教

育の推進 

（１４５頁） 

主な取組内容 

⑤ ICT を活用した諸課題の

解決 

○ 高等学校においては、生徒

が興味・関心に応じて幅広く

科目選択できるよう、ＩＣＴを

活用して他の高等学校で開

設している科目を履修する

仕組みなど、小規模校にお

ける教育の質の向上につな

がる取組について検討しま

す。 

 

主な取組内容 

⑤ ICT を活用した諸課題の

解決 

○ 児童生徒数が少ない学校

においては、ＩＣＴを活用して

小規模単独ではなしえない

特色・魅力ある教育の実現

に向けた取組を進めます。 

○記述内容の充実 

１１５ （４）地域とと

もにある学

校づくり 

（１４７頁） 

現状と課題 

① （前略）学校運営に保護者

や地域の方々が参画するこ

とを通じて、育みたい子ども

像・めざすべき教育のビジョ

ンを共有し、地域ならではの

特色を生かした「地域ととも

にある学校」づくりを支える

コミュニティ・スクールの導

入が進みつつある中、今後

も、地域と学校の間を円滑

に調整する地域学校協働活

動推進員等の配置を進め、

現状と課題 

① （前略）学校運営に保護者

や地域の方々が参画するこ

とを通じて、育みたい子ども

像・めざすべき教育のビジョ

ンを共有し、地域ならではの

特色を生かした「地域ととも

にある学校づくり」を支える

コミュニティ・スクールの導

入が進みつつある中、今後

も、地域と学校の間を円滑

に調整する地域学校協働活

動推進員等の配置を進め、

○記述内容の精査 



30 

 

No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

コミュニティ・スクールのさら

なる導入と拡大、内容の充

実を図る必要があります。 

 

コミュニティ・スクールのさら

なる導入と拡大、内容の充

実を図る必要があります。 

 

１１６ （４）地域とと

もにある学

校づくり 

（１４７頁） 

主な取組内容 

① 「地域とともにある学校づ

くり」の推進 

○ 各市町の担当者を対象と

した優良事例等の共有を行

う研修会を開催するととも

に、地域とともにある学校づ

くりサポーターを学校等に

講師として派遣したり、期待

される効果や先進事例を紹

介したりすることにより、小

中学校におけるコミュニテ

ィ・スクールのさらなる導入

と拡大、内容の充実を図りま

す。また、地域の方々の知識

や経験、技能を活用した学

習や体験活動等の効果的な

取組事例を普及することに

より、地域と学校が連携・協

働して行う取組のさらなる推

進を図ります。 

 

主な取組内容 

① 「地域とともにある学校づ

くり」の推進 

○ 各市町の担当者を対象と

した優良事例等の共有を行

う研修会を開催するととも

に、地域とともにある学校づ

くりサポーターを学校等に講

師として派遣したり、期待さ

れる効果や先進事例を紹介

したりすることにより、小中

学校におけるコミュニティ・

スクールのさらなる導入と拡

大、内容の充実を図ります。 

 

○記述内容の充実 

１１７ （４）地域とと

もにある学

校づくり 

（１４７頁） 

 主な取組内容 

① 「地域とともにある学校づ

くり」の推進 

○  地域の方々の知識や経

験、技能を活用した教育活

動を行うとともに、効果的な

実践事例を普及することに

より、地域と学校が連携・協

働して行う取組のさらなる推

進を図ります。 

 

○記述内容の充実 

○教育改革推進会

議意見（２２） 

１１８ （４）地域とと

もにある学

校づくり 

（１４８頁） 

主な取組内容 

① 「地域とともにある学校づ

くり」の推進 

○ コミュニティ・スクールと地

域学校協働活動の一体的

推進を図るため、小中学校

については、地域学校協働

活動を進める市町等に対し

主な取組内容 

① 「地域とともにある学校づ

くり」の推進 

○ コミュニティ・スクールと地

域学校協働活動の一体的推

進を図るため、小中学校に

ついては、地域学校協働活

動を進める市町等に対して

○記述内容の精査 

 



31 

 

No 施策名等 中間案（修正版）（旧） 最終案（新） 備考 

て支援を行うとともに、地域

学校協働活動推進員等の

配置を進め、学校と地域住

民等との連携協力体制を整

備します。 

 

支援を行います。また、地域

学校協働活動推進員等の配

置を進め、学校と地域住民

等との連携協力体制を整備

します。 

 

１１９ （４）地域とと

もにある学

校づくり 

（１４８頁） 

主な取組内容 

② 地域と学校をつなぐコーデ

ィネート機能の強化 

○ 地域学校協働活動推進員

等を対象に、さらなる学びの

場を提供し、フォローアップ

することで、各地域における

地域学校協働活動をより一

層推進します。 

 

主な取組内容 

② 地域と学校をつなぐコーデ

ィネート機能の強化 

○ 地域学校協働活動推進員

等にさらなる学びの場を提

供し、フォローアップすること

で、各地域における地域学

校協働活動をより一層推進

します。 

 

○記述内容の精査 

１２０ （５）学校の

特色化・魅

力化 

（１４９頁） 

現状と課題 

③ （前略）少子化に伴う人口

減少が課題となる中、県内

大学や企業、地域の人びと・

職業人等との連携を一層推

進し、協働的な学びや学習

活動の機会を確保していく

必要があります。 

 

現状と課題 

③ （前略）少子化に伴う人口

減少が課題となる中、県内

大学や企業、地域の方々・

職業人等との連携を一層推

進し、協働的な学びや学習

活動の機会を確保していく

必要があります。 

 

○記述内容の精査 

１２１ （５）学校の

特色化・魅

力化 

（１５１頁） 

 脚注 

専門学科のうち、職業に関

する学科以外の学科（理数科、

体育科、英語コミュニケーショ

ン科、国際科学科、国際文理

科、応用デザイン科）のこと。 

 

○記述内容の充実 

１２２ （５）学校の

特色化・魅

力化 

（１５１頁） 

 脚注 

専門学科のうち職業に関す

る学科（農業・工業・商業・水

産・家庭・看護・情報・福祉に関

する学科）のこと。 

 

○記述内容の充実 

１２３ （５）学校の

特色化・魅

力化 

（１５１頁） 

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 総合学科では、生徒が主

体的に学習に取り組むこと

ができるよう、「産業社会と

人間」や多様な科目を開設

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 総合学科では、生徒が主

体的に学習に取り組むこと

ができるよう、「産業社会と

人間」や多様な科目を開設

○記述内容の精査 
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するなど、生徒の能力・適正

等に対応した柔軟な教育活

動を展開します。 

 

するなど、生徒の能力・適性

等に対応した柔軟な教育活

動を展開します。 

 

１２４ （５）学校の

特色化・魅

力化 

（１５１頁） 

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 高等学校においては、生徒

が興味・関心に応じて幅広く

科目選択できるよう、ＩＣＴを

活用して他の高等学校で開

設している科目を履修する

仕組みなど、小規模校にお

ける教育の質の向上につな

がる取組について検討しま

す。（再掲） 

 

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 生徒が興味・関心に応じて

幅広く科目選択できるよう、

ＩＣＴを活用して他の高等学

校で開設している科目を履

修する仕組みなど、教育の

質の向上につながる取組に

ついて検討します。 

 

○記述内容の充実 

１２５ （５）学校の

特色化・魅

力化 

（１５１頁） 

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 高等学校においては、「地

域課題解決型キャリア教育

モデル」を活用し、地域課題

解決型キャリア教育を、地域

の産業界や行政と連携しな

がら推進します。 

 

主な取組内容 

② 高等学校の特色化・魅力

化 

○ 「地域課題解決型キャリア

教育モデル」を活用し、地域

課題解決型キャリア教育を、

地域の産業界や行政と連携

しながら推進します。 

 

○記述内容の精査 

１２６ （５）学校の

特色化・魅

力化 

（１５１頁） 

脚注 

地域の特色や産業を題材と

して生徒が主体的に取り組ん

だ学習の成果をふまえ、「県立

高等学校活性化計画」（平成 

２９年３月策定）において示さ

れた、地域課題解決型キャリア

教育に関する学習内容やその

進め方、学習により培われる生

徒の資質・能力、学校と地域の

関わり方等。 

脚注 

地域の特色や産業を題材と

して生徒が主体的に取り組ん

だ学習の成果をふまえ、「県立

高等学校活性化計画」（平成 

２９（２０１７）年３月策定）におい

て示された、地域課題解決型

キャリア教育に関する学習内

容やその進め方、学習により

培われる生徒の資質・能力、学

校と地域の関わり方等。 

 

○記述内容の精査 

１２７ （６）学校施

設の整備 

（１５３頁） 

主な取組内容 

① 老朽化対策・耐震化対策

の推進 

○ 県立学校において、屋上・

外壁など校舎の経年劣化の

修復や給排水設備や電気設

主な取組内容 

① 老朽化対策・耐震化対策

の推進 

○ 県立学校において、屋上・

外壁など校舎の経年劣化の

修復や給排水設備・電気設

○記述内容の精査 
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備の更新を「三重県立学校

施設長寿命化実施計画」に

基づき、計画的に進めます。

（後略） 

 

備の更新を「三重県立学校

施設長寿命化実施計画」に

基づき、計画的に進めます。

（後略） 

 

１２８ （６）学校施

設の整備 

（１５４頁） 

主な取組内容 

② 快適な学習環境づくりの

推進 

○ （前略）さらに、トイレの改

修については、生活様式の

変化や衛生環境の改善の視

点、利用する子どもたちの意

見などをふまえ、洋式化や

乾式清掃の床への転換等の

機能面の向上について、「三

重県立学校施設長寿命化

実施計画」に基づき、屋外等

のトイレも含め、計画的に進

めます。（一部再掲） 

主な取組内容 

② 快適な学習環境づくりの

推進 

○ （前略）さらに、トイレの改

修については、生活様式の

変化や衛生環境の改善の視

点、利用する子どもたちの意

見などをふまえ、洋式化や乾

式清掃の床への転換等の機

能面の向上について、「三重

県立学校施設長寿命化実

施計画」に基づき、屋外等の

トイレも含め、計画的に進め

ます。 

 

○記述内容の精査 

１２９ （６）学校施

設の整備 

（１５５頁） 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

目標値 検討中 

※ 「三重県立学校施設長寿

命化実施計画」（第Ⅱ期）に

おいて計画している長寿命

化改修に着手した建物の数

（累計）（三重県教育委員会

調べ） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

目標値 ７８棟 

※ 「三重県立学校施設長寿

命化実施計画」において計

画している長寿命化改修に

着手した建物の数（累計）

（三重県教育委員会調べ） 

 

○記述内容の充実 

１３０ （７）家庭で

の学びの応

援 

（１５８頁） 

主な取組内容 

① 保護者と子どもの学びの

応援 

○ 小中学生の学習習慣・読

書習慣等の確立に向け、「全

国学力・学習状況調査」にお

ける児童生徒質問紙調査

や、みえスタディ・チェックの

「学習や生活等に関する質

問」から、学習習慣・読書習

慣等の状況を継続的に把握

するとともに、課題の改善に

向け、子どもたちの１人１台

端末からダウンロードできる

チェックシート等の活用を促

進するなど、引き続き、学

主な取組内容 

① 保護者と子どもの学びの

応援 

○ 小中学生の学習習慣・読

書習慣等の確立に向け、「全

国学力・学習状況調査」にお

ける児童生徒質問紙調査

や、「みえスタディ・チェック」

の学習や生活等に関する質

問から、学習習慣・読書習慣

等の状況を継続的に把握す

るとともに、課題の改善に向

け、子どもたちの１人１台端

末からダウンロードできるチ

ェックシート等の活用を促進

するなど、引き続き、学校・

○記述内容の精査 
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校・家庭・地域が一体となっ

た「みえの学力向上県民運

動」の取組を進めます。（再

掲） 

 

家庭・地域が一体となった

「みえの学力向上県民運動」

の取組を進めます。（再掲） 

 

１３１ （７）家庭で

の学びの応

援 

（１５８頁） 

主な取組内容 

② さまざまな主体で子どもの

豊かな育ちを支える取組の

充実 

○ 子育てに優しい地域社会

づくりへ向け、趣旨に賛同す

る企業や団体で構成される

「みえ次世代育成応援ネット

ワーク」等と連携して、さまざ

まな体験機会を提供するな

ど、子どもの育ち、子育て家

庭を支援します。 

 

主な取組内容 

② さまざまな主体で子どもの

豊かな育ちを支える取組の

充実 

○ 子育てに優しい地域社会

づくりに向け、趣旨に賛同す

る企業や団体で構成される

「みえ次世代育成応援ネット

ワーク」等と連携して、さまざ

まな体験機会を提供するな

ど、子どもの育ち、子育て家

庭を支援します。 

 

○記述内容の精査 

１３２ （８）社会教

育の推進と

地域の教育

力の向上 

（１６１頁） 

主な取組内容 

① さまざまな主体との連携・

協働 

○ （前略）また、地域と学校の

協働を進め、より一層学校

施設の活用が行われるよう

に取り組みます。 

 

主な取組内容 

① さまざまな主体との連携・

協働 

○ （前略）また、地域と学校の

協働を進め、より一層学校

施設の活用が行われるよう

取り組みます。 

 

○記述内容の精査 

１３３ （９）文化財

の保存 ・活

用・継承 

（１６５頁） 

主な取組内容 

② 文化財の修理・整備と継承 

○ 国・県指定等文化財で、修

復や再生、継承のための取

組が必要なものについて

は、所有者や市町と調整の

上、保存のための支援をす

るとともに、その活用のため

の情報発信を積極的に実施

します。 

 

主な取組内容 

② 文化財の修理・整備と継承 

○ 国・県指定等文化財で、修

復や再生、継承のための取

組が必要なものについて

は、所有者や市町と調整の

上、保存のための支援を行

うとともに、その活用のため

の情報発信を積極的に実施

します。 

 

○記述内容の精査 

１３４ 教育ビジョ

ンの実現に

向けて 

（１６７頁） 

１ 教育ビジョンの進行管理 

○ 教育ビジョンの進行管理に

あたっては、毎年度、KPI

（重要業績評価指標）の達

成状況と評価を、県議会を

はじめ三重県教育改革推進

会議等の関係会議に報告す

るとともに、県のＷｅｂサイト

１ 教育ビジョンの進行管理 

○ 本ビジョンの進行管理にあ

たっては、毎年度、KPI（重

要業績評価指標）の達成状

況と評価を、県議会をはじ

め三重県教育改革推進会

議等の関係会議に報告する

とともに、県のＷｅｂサイトで

○記述内容の精査 
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で公表します。 公表します。 

 

 


